
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

都市計画に関すること
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まちづくりワークショップ 第３回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
 
日 時：平成２１年４月１１日（土）１３：００～１５：００ 
場 所：市役所議会棟４階第一委員会室 
出席者：大貫、尾崎、倉岡、東川、三野、（田口） 計６人 
 
＜意見のポイント＞ 
 
（１）地域資源の活用（商業） 
（良い点） 

・居酒屋が多い 
・ファーストフード店が多い 
・駅前に施設（お店）がたくさんある 
（良くない点） 

・魅力ある施設がない 
（２）地域資源の活用（施設） 
（良い点） 

・図書館、市民に開かれている（開館時間長い、講座など） 
・福祉が比較的に充実している 
・大学が複数存在（3つ） 
（良くない点） 

・公共施設がバラバラにある 
（３）ＰＲ 
（良い点） 

・マスコットキャラクターがある 
（良くない点） 

・マスコットキャラクターを活かしていない 
・ブランド力の不足（名物・名所がない） 

（４）まちの特徴 
（良い点） 

・ベッドタウン 便利 
（良くない点） 

・密集住宅が多い 
・用途地域を充分に利用されていない 住・商・工・遊 

（５）市民活動 
（良い点） 

・市民参加できる場面多い 
・市民ボランティアで子どもを守ってくれている 
・ボランティア活動している人が多い 
・安全に対する意識が高い 

（６）めざす方向 
（良い点） 

・心のゆとり 
・誇れる街、好きな街にする 
（良くない点） 

・理想でない 
・未整備の部分が多い都市 
・何から手を付けていくかが興味あり 



 160

・道路には街路樹と道路標識しかない街 
・電柱は地下に設ける 

（７）ゴミ問題 
（良くない点） 

・ゴミの多い町が多い。 
・街の発展はゴミのない、放置自転車のない街づくりから。 
・向こう三軒両隣方式でゴミ拾い 
・ゴミのポイ捨て（畑、公園、駅周辺） 

（８）自転車のまち 
（良くない点） 

・自転車が多い 
・バス少ない 
・放置自転車 

（９）交通・道路 
（良い点） 

・この部会を三人寄れば文殊の知恵にしたい 
・道路の整備とバス網の整備 電気自動車 
・平地＝自転車 
（良くない点） 

・歩道がガタガタ 
・車優先の道路（歩行者・自転車は追いやられている） 
・狭い道路 
・道路の幅に差がある（大きい道と小さい道との差） 
・道路（歩道）幅が狭い 
・公共交通機関（特にバス）が充実していない 
・交通の便が悪い所がある 

（１０）自然・地域資源の活用 
（良くない点） 

・ボール遊びできる場所が少ない 
・いこいの場少ない 
・緑が少ない 
・自然を活かしていない。子どもだけで出歩けない道路 
・未来の市民づくり。子どもがのびのびと遊べる場所づくり 

（１１）その他 
（良い点） 

・手作り学校給食 
 

以 上 
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まちづくりワークショップ 第４回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
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まちづくりワークショップ 第５回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
 
日 時：平成２１年５月９日（土）１３：００～１５：００ 

場 所：市役所議会棟４階第一委員会室 

出席者：尾崎、倉岡、三野、奥田、荒木、東川、（田口） 計７人 

 
■ 住宅関連 

 
課題 
（1）若い世代（ファミリー）が安心して暮らせる住まいの確保 
（2）高齢者世帯が安心できる居住環境の確保 
（3）適切な住情報の提供 
（4）密集住宅の整備 
 
取組み 
（1）若年（ファミリー）層が安心して暮らせる住まいをつくる 
・同じ子育て世代が交流出来る場（公園等）や保育施設などの適正配置 
・公共交通の利便性を促進する 
・子育て支援サービス等との連携による住宅・住環境整備を促進する 
・ファミリー世帯向け公的住宅の供給に努める 
・職住近接の面から、SOHO（small office、home office）住宅の整備促進（特に働く女性の
ため） 

・地域での子育てサポートネットワークの構築 
・子育て支援を行う NPO等の活動スペースの確保 

（2）高齢者が安心して暮らせる住まいをつくる 
・公共交通の利便性を促進する 
・バリアフリー化の促進 
・バリアフリー化された高齢者用の集合住宅の整備促進 
・高齢者世帯向けの優良賃貸住宅の供給 
・自宅で福祉サービス等が受けられる居宅型介護住宅の促進 
・公的住宅への入居の優遇措置 
・公的住宅と福祉施設の併設 
・高齢者の居住を拒まない制度づくり 

（3）住情報の提供体制、相談体制を充実させる 
・まちづくり関連の NPOを含めた各種団体と協力し、仕組みづくりを行う 
・情報窓口の一本化 

（4）密集住宅の整備 
・補助制度の活用（主要生活道路整備、木造賃貸住宅の建替えの等促進） 
・密集住宅地域においては、防災意識に努める必要があるため、地域において 
まちづくり協議会等の組繊をつくり、啓発運動等を実施する 

・1人 1人の意識改革 
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★最終的には、安心して生活でき、住み続けられ、暮らしやすいまちが望まれる。その実現

には、行政の施策の推進だけでなく市民と企業等が関心を持って、住まいづくりに主体的

に参加することが重要であり、又、行政は積極的に情報を発信し、市民の参加と協力を呼

びかけ、NPO等の市民活動団体に対しての協力依頼と積極的な支援・連携を図る必要があ
る。 

◇意見交換 

○若い世代（ファミリー）が安心して暮らせるまちの条件として、住宅条件だけでなく、学校

教育や青少年育成も重視される。 
○住宅バリアフリーは、新築住宅は当たり前になっているが、古い住宅は改築が進まない。特

に３階建て住宅は難しい。 
○災害対策としては、周辺住民の居住者情報（要援護者）を共有しておくことが有効であると

いわれているが、個人情報に触れることであるので、なかなか進まないようだ。 
 
■都市景観について 

 
片側 1車線もない道路には花壇かプランターを置いて、歩行者や自転車用の道路を造る。 
ただし、車による通行の不便さは考慮していない。 
 
屋上緑化を促す。 
 
駅周辺を喫煙・ポイ捨て・駐輪禁止地区にしてもらい、見回り隊を行政と警察のバックアップ付

きで結成し、駅周辺で屯している人々ごと退去を促すと同時に、駅の入口付近や駅周辺の店舗付

近に駐めてある自転車の撤去を行う。 
 
寝屋川からコンクリートを見えなくするように緑で覆う。 



 164

■住工混在対策 

 
１ 現状 
（1）寝屋川市内には、大企業はなく中小企業が混在している。 
（2）中小企業が存在する中に、昭和 40年後半からの高度成長期に、都市圏に近い環境もあ

り、区画整理や道路整備が不十分のまま、急激な住宅建設が進み、住工混在となった結

果、住環境として余り良くないとの印象を与えている。その結果、相互の環境問題が工

業発展の阻害要因になり、工業の市外流失が起きている。 
（3）小規模企業が大半を占め、地域での雇用が少ない。 
（4）現在実施中の開発等 

・香里園駅東地区再開発   第 1期 平成 22年度末 
              第 2期 平成 25年度末 
・寝屋川市駅東地区再開発  第 1期 平成 22年度末 
              第 2期 平成 27年度末 
・寝屋南 SC（大型商業施設と住宅建設）  平成 23年度末 
・第二京阪道路の建設 
等が実施中であるが、企業誘致には余り関係のないものが多い。 

 
２ 方策 
（1）企業・自治体・住人が共同参画による、市民生活と工業の環境保全と振興が重要である。 
（2）産業において中心となるものがないことから、企業誘致場所の確保と優遇策を考慮する

必要がある。 
（3）約 10年前現在の寝屋川東部公園方面で工場誘致場所の計画もあったが、計画が途中で

中止になった経緯があることから、長期展望に立った計画地域の策定 
例えば、第二京阪道路沿線や老朽化しつつある府営点野団地改築時の用地確保等？？ 

（4）住宅と工業地域とは、環境面で融和困難な点が多く、長期的に分離が望ましい。 
 

◇意見交換 

○住工混在ではなく、共存できるように工夫する。 
○税の優遇制度などで新たな企業誘致を図る。 
○第二京阪の供用により、企業は黙っていても立地するのではないか。 
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■自転車について 

 
使われていない自転車置き場の有効利用 
現在、駅近くに作られた市の駐輪所の中には有効に使われていない部分もある。 
写真は萱島駅北側の駐輪所であるが、駅から少し離れたところになるとほとんど利用されていな

い。ここを無料の駐輪所にして、不法駐輪の自転車を減らすのに役立てないだろうか。 
 
自転車専用道路はつくれないか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

◇意見交換 

○レンタル自転車の普及によって不法駐輪をなくせないか。 
○自転車が安いので、撤去・保管した自転車を取りに来ない。市民マナーが不法駐輪をなくす。 
○駅から少し離れた無料駐輪場は、誰かが使い始めたら、広まるのではないか。 
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■道路・公共交通 
 
・都市の基盤であり、安全・安心を創出するもの。 
 
・人口減少、少子高齢社会→まちの活力を維持・向上する必要がある。 
・寝屋川市の地形的な特徴＝平坦、山がない、市域面積が狭い 
→これを活かす、歩いて暮らせるまちづくり 

・環境への配慮、循環型社会への取り組み→エコなまち 
 
市内の各エリアでの魅力を高めるとともに、活動しやすい空間づくりを行う。 
それぞれのエリアをつなぐことが必要＝ネットワーク、地域連携 
活動人員が少なくなる→活動量を上げる（一人ひとりの活動時間） 
           活動効率を上げる 
道路や公共交通はそのための基盤となるもの 
 
道路 
○広域幹線道路：市域、府域を越えて、ネットワークをつなぐ道路網が必要。 

第二京阪道路の完成で、一定終了か？ 
（第二京阪道路の有効活用） 

○地域幹線道路：市の中の渋滞状況や、道路環境を改善する道路網の整備が必要。 
○生活道路：快適な道路空間づくり 

・クリーンロード、アドプト制度（道路の清掃、街路樹や花壇の手入れ） 
・道路空間の活用～ベンチの設置、井戸端会議できる場所 
・バリアフリー 
・歩道を増やす、自転車道（ ～ も走れる）をつなぐ 
・駐輪対策～地下駐輪場の設置、駅前のラック式の駐輪場の活用 

 
公共交通 
○京阪の特急、JRの快速停車駅へ 
○連続立体交差事業 
○新しい鉄道駅の設置 
○バス、路線網の新設・充実 
○デマンドバス、カーシェアリング 
○広域幹線道路を活用したバス路線の新設（空港行きなど） 
○自転車の活用（レンタサイクル、電車への持ち込みなど） 

 
◇意見交換 

○道路が良くなると市外へ出て行って買い物をするようになり、市内商業が廃れる。 
○市内の生活道路は私道が多いため、整備を進めにくい面があるのではないか。 
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■公 園 

 
公園空間の有効活用を図る 
 
（１）公園でイベントを開催し、地域の活力向上 

○効果：高齢者のいやしの場、地域住民のコミュニケーションの場 
○主体：地域住民はもとより、寝屋川市に勤める人にも参加して貰い、役割を担って貰う 
（cf.私のふるさとでは青年団が川に鯉のぼりを飾るイベントをして地域を盛り上げている） 
 

（２）防災機能を位置づける 

○第１次避難場所として近隣の公園を位置づけ、子どもたちに、災害が起きたときの一番最初

の避難場所として教える。 
 
（３）四季を感じられる空間にする 

○寝屋川は四季の匂いを感じないまち。東寝屋川は土の香りがするが、寝屋川市駅周辺は全く

感じない。 
○公園に四季を感じさせる植栽を施して、寝屋川の季節感を演出する。 

 
◇意見交換 

○商店街のポールに鯉のぼりをつるす、クリスマスツリーを飾るなど、商店街に様々な企画を

提案したが、なかなか実現しない。クリスマスツリーは市の補助で実現したが、自己負担だ

けの事業は難しそうだ。 
○赤ちゃんの出生記念に、商店街の一角を利用して、手型・足型メモリアルコーナーを作れば、

ふるさと意識が高まって、ずっと住み続ける人が増えるのではないか。 
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まちづくりワークショップ 第６回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
 
 
 
 

●身近な緑・オープンスペースがないまち、水辺が多いまち 

水と緑があったら（住環境の良いまち）子育て世代が住むようになる／スポーツを振興すると犯

罪が減る／公園を新たに造ったり、広げるのは難しいので、公園を有効活用しよう①公園でのイ

ベントを開催し、地域の活力向上②防災機能を位置づける③四季を感じられる空間にする。 
 
●密集市街地のまち（住宅環境） 

人口減少で密集を解消→まちづくりの転換期 
安心して生活ができ、住み続けられ、暮らしやすいまちが望まれる 
①若い世代（ファミリー）が安心して暮らせる住まいの確保②高齢者世帯が安心できる居住環境

の確保③適切な住情報の提供④密集住宅の整備 
 
●住工混在のまち 

工場跡地にマンション→残った工場は周囲に配慮して環境重視にならざるを得なく、さらに転出

増える／工場の転出は財政に悪影響→事業所が多いまちは財政が豊かである 
①市民生活と工業の環境保全と振興が重要。②企業誘致場所の確保と優遇策を考慮③長期展望に

たった計画地域の策定 
 
●市内の東西交通が不便 

タウンくるである程度改善アカちゃりが結構使える／公共施設が分散している市内移動が不要→

タウンくるで施設を連絡してはどうか、 
①広域幹線道路：ネットワークをつなぐ道路網が必要②幹線道路：市内の渋滞状況や、道路環境

を改善する道路網の整備③生活道路：快適な道路空間づくり 
 
●都市環境があまり良くない／放置自転車・ポイ捨てゴミが多いまち 

駐輪場はあるので、自転車利用のマナーが問題／環境美化の取り組み→青少年育成←やんちゃな

中学生が多い 
駅周辺を喫煙・ポイ捨て・駐輪禁止地区にしてもらい、見回り隊を行政と警察のバックアップ付

きで結成し、駅周辺で屯している人々ごと退去を促すと同時に、駅の入口付近や駅周辺の店舗付

近に駐めてある自転車の撤去を行う 
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まちづくりワークショップ 第７回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
 
 
日 時：平成２１年６月１９日（金）１８：３０～２０：３０ 

場 所：市役所議会棟４階第一委員会室 

出席者：大貫、尾崎、倉岡、三野、奥田、荒木、東川、（田口）、計８人 

 
 

１．前回の確認 

２．ワークショップ（具体的にどんな活動をするか） 

（１）みどり、公園、オープンスペース 

公園などは整備しただけではだめ。使って下さいなどの PR が必要。新しいイベントを

企画・実行してはどうか。 

市民がイベントを企画して、市がそれを PRしてはどうか。 

行政主導では人が集まらないし継続しない。大阪城公園は早朝ラジオ体操で賑わってい

る。寝屋川でもなにか定着しないか。 

アルファベットの遊具を使って腹筋等、運動できる公園があり、夜間賑わっている。 

成田不動尊の前の広場では毎朝ラジオ体操で何百人も集まる。本尊への階段は登り降り

が良い運動になるようだ。 

公園の整備や管理は主に行政がやっている。 

使い方の規制が多いので、あまり使われていない。 

市街地はほとんどがコンクリートとアスファルトで覆われているので、公園の自然に近

い空間は大変貴重である。 

公園を自然空間にするためには木と土と水が必要であるが、メンテナンスが大変。 

誰もが気持ちよく使えるよう掃除などの簡易な管理は市民活動の一環で行ってはどうか。 

人工物が整備されていない自然公園が良い。 

公園利用の制約をなくし、自由に使えるようにすれば人は集まる。 

市街地の公園とは土の場所（スペース）確保したことが大きな意味がある。使い方をあ

とで工夫すれば人は集まる。 

せせらぎ公園の整備はまちのシンボルとしての意義があった。 

しかし、せせらぎ公園は、あまり使われていない。公園内でランチする気になれない。 

植樹して緑の壁を作り駅や道路から見えなくすれば、落ち着いてランチができる。 

幸町の親水公園は水辺に降りることできる。 

せせらぎ公園は市民WSで造ったのに人気がないのはどういうことか。 

まわりに住宅が少なく、駅や商業施設から人が流れてくる要素がないため利用者がいな
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いのではないか。 

バス停を反対側に作って、ベンチに座って落ち着けるようにしてはどうか。鬱蒼とした

森のようになったら落ち着けるかも知れない。 

せせらぎ公園を駐輪場として活用できないか。 

友呂岐緑地はいつも人が溢れている。木が大きい。それに対し、せせらぎ公園はネット

ワークが悪い。 

 

（２）密集市街地 

密集住宅問題→アイデア事業は難しい 

密集住宅地の多くは高齢化が進んでおり、建て替えが進みにくい。また、ある地区は地

区計画等により宅地の細分化が制限されている（100 ㎡以上）ため、住環境は維持され

るが、宅地売買や建物更新が進んでいない。 

 

（３）住工混在 

市民レベルのアイデア事業は難しい 

 

（４）市内交通 

駅から離れたパーキングを無料化することで不法駐車を減少させた事例がある。 

東京の某駅にはオートマチック式の地下駐輪場が整備されており、不法駐輪の解消に役

立っている。しかし事業費が高いので簡単に導入できない。 

バス網の充実は膨大なコストが必要なので限界がある。「赤ちゃり」を増やしてはどうか 

「赤ちゃり」は民間事業であり、行政は関わっていない。利用者の少ない駐輪場を「赤

ちゃり」化できないか。 

市民団体による簡易広告物除去を市内で何団体かが登録しており、公共空間の違法広告

物を撤去している。勝手に撤去するのは問題があるが、登録すればボランティアで活動

できる。 

不法駐輪についても「不法駐輪除去 指導員」を制度化して、ボランティアで撤去でき

るようにできないか。 

もめごとになったり、無視されたりするので、めいわく駐車指導員は強いハートがいる。 

タバコのポイ捨てを見つけると、「おっちゃん、何か落としたで」と声を掛ける。そうす

ればしぶしぶながら拾っていく。いさかいにならない注意のテクニックがある。 

不法駐輪の解消は難しい。でも道路通行の安全面からもなんとか整備しなければならな

い。福祉部会からこの部会に不法駐輪対策への要望があった。 

簡単に道を広げられないなら、一方通行化するなど使い方を考えるべきだ。 



 171

一方通行化の社会実験をしてはどうか。 

「道路幅 幅だけの道の使い道」（標語）物理的な問題解決は困難なのでソフトウエアで

問題解決を図るべき。 

時間規制はなかなか守られない。 

市民のマナーを信じるだけでは効果がない。やはり罰則がいる。 

自転車のルールを知らない人多く、さまざまなトラブルのもとになっている。 

子どもはマナーを守るが、大人が守らない。特に交通ルールはひどい。学校などで正し

いマナーを教えられても、学校の外で悪いマナーを大人が教えている。 

 

３．次回することの確認 

中間とりまとめ（都市計画）の「解決のためのアイデアなど」と「四次総計総括」を踏

まえて既存事業と重複しないアイデア事業を各自検討して、次回WSで報告、議論する。 

 

４．次回日程の確認 

７月４日(土)、13時～ 
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まちづくりワークショップ 第８回 まとめ ＜第４部会：都市計画＞ 
 
日 時：平成２１年７月４日（土）１３：００～１５：００ 
場 所：市役所議会棟５階第一委員会室 
出席者：尾崎、倉岡、三野、奥田、荒木、東川、大貫、（田口）、計 8人 
 
１．前回の確認 
２．ワークショップ（具体的にどんな活動をするか。役割分担の明確化） 
【施策及びアイデアに関する役割分担と協働】 

役割分担と協働 
施策及びアイデア 

市民の役割 行政の役割 

景観に関する施策 
これからの時代の市民ニ

ーズは「豊かさ」 
電柱の地中化 
ガードレール、柵等に植栽

を覆うなど→特色ある景

観が形成 

自然・都市景観は、市民共

有のものという認識を持つ

こと 
ゴミのポイ捨て、落書きを

しない等、自らができるこ

とを実行する 
景観の保全のためのボラ

ンティア活動にも積極的に

参加する 

市民参加の仕組みを取り

入れた景観計画等を作る 
市民の景観意識を高める

ための啓発活動を実施 

景観、道路の有効活用、安全安

心 
 無電柱化を進められない

か。 
美しいまちなみづくり 花の手入れなど 緑化、花→ベンチの花壇の

設置。 
公共交通に関する施策  バスの本数を増やし、待た

ずに乗れることを利用者に

印象づけて利用者の増加を

狙う 
寝屋川市駅始発で大阪方

面行きの列車の設定を京阪

電車にお願いする 
自転車置き場の有効利用 市民もどんどん利用して

いく 
使われていない駐輪場を

無料で開放する 
エコなまち、公共交通の充実 バス・自転車の活用 自転車を利用したまちづ

くり。 
自転車道の整備。 
レンタサイクルの充実。 
タウンくるの充実。 

歩いて暮らせるまちづくり ごみひろい。街路樹や花の

手入れ。 
歩道の整備。段差の解消。

バリアフリーなど。 
人を呼ぶ仕掛け作り。  駅前の公衆トイレなど（観

光、ブランド） 
放置自転車対策  放置自転車を撤去できる

人をつくる。 
寝屋川らしいまちづくり 良さを見つけ出して PRする。 

 
まちづくり全般 今現在有りの箱物、道路の使い方で大分街中が変化する。

今あるものを上手に使う。今あるものを見直す。 
人づくり、リーダーづくりが大切。 

小さな公園 財源は行政が補助すると 防災機能の確保。 
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役割分担と協働 
施策及びアイデア 

市民の役割 行政の役割 

しても管理は自治会等に委

託し、MY 公園の意識を高
める方策の推進。 

寝屋川せせらぎ公園 
もっと市民が利用したく

なる公園になるため・・・。 

読書したり、虫を捕った

り、休んだりできるように

なる。（積極的に利用する） 

樹木を植え、林を作る。 
 

公園に関する施策 公園の利用を促進する為

の企画を実行する（運動、

お祭り、イベントなど） 
公園のメンテナンス、植物

の世話、ゴミ掃除 

公園の証明を夜間は消し

て若者がたむろしないよう

にする。 

公園を活用し子どもが遊べる

環境を創り出す。 
  

安全・安心なまち コミュニティづくり。向こ

う三軒両隣。 
道路の拡幅。 
密集の整備。 

密集市街地対策  密集市街地を整備するこ

とは、防災面でも重要であ

るので、所有者の理解・税

制面等によりまちづくりを

推進する。 
まちの賑わい創出 
ワンストップショッピン

グの時代は避けて通れな

い。 

商店街整備・商業者の意識

の切り替え。 
 

自然エネルギーの活用 
川で水力発電、河原でソー

ラー発電等 

  

リサイクルの強化  カン、ビンなどの回収シス

テムを行政で用意する 
 
【その他】 
人・物・金の時代においては、少子問題の解消が全てのまちづくりの原点→長期的なまちづ

くり 
寝屋川のまちで可能かどうか。→安全対策からめていけるか→一方通行化などの方が可能？ 
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部会名 第４部会：都市計画に関すること 

分野に対する 
考え方 

市民と行政の協働により、今あるものを有効活用し、安全・安心でゆと

りと活力にあふれた生活都市の実現 
終電を逃してもタクシーで帰ることができる大阪都心への近さという魅力

と、これまで整備してきた都市基盤を最大限活用して、きれいでエコで便利

な都市環境を創出する。 

提  言 ◆提言内容 
 
１．不法駐輪をなくし、快適で安全ですっきりした道路空間を創出 
 駅周辺は駐輪場が整備されているにもかかわらず不法駐輪が跡を絶た

ないため、歩行者の安全な通行を阻害し、まちの景観を損ねている。こ

のため、次のような手法を組み合わせて実施することにより、不法駐輪

を解消し、快適で安全ですっきりした道路空間を創出する。 
①萱島駅北側の駐輪所など駅から少し離れているとほとんど利用されて

いないため、無料にして不法駐輪の自転車を誘導する。《協働》 
②「不法駐輪除去 指導員」を制度化して、ボランティアで不法駐輪車

両を撤去したり、無料駐輪場に誘導できるようにする。《協働》 
③レンタサイクル・ステーションなどの整備により、「Myサイクル」か
ら「レンタサイクル」に乗り換えて貰うことで、自転車総数を抑制す

るとともに、自転車の所有者と保管場所を明確にし、不法駐輪が発生

しないようにする。《協働》 
 
２．水と緑の空間が子育て世代を呼び込むまちづくり 
 子育て世代は水と緑が豊かなまち（住環境がよいまち）を求めている。寝

屋川市には、まちのシンボルである“寝屋川”をはじめとする大小の河川・

水路網と、ちびっ子広場から総合公園まで様々なタイプの公園・緑地がある。

これらの資源とストックを“水と緑と四季を感じる都市空間”として有効活

用することでまちの魅力を高め、子育て世代が住みたいと思うまちにする。 
①公園で市民手作りのイベントを実施し、人を集め、公園を積極的に利用

する。成田不動尊のラジオ体操のような名物広場づくり。《市民主導》 
②公園の管理を利用者と近隣住民が主体になって行うことで、誰もが気持ち

よく、きれいに使える環境づくりを定着させる。「My公園」《市民主導》 
③せせらぎ公園など利用者が少ない公園は、利用しやすくなるようなアイデ

アを取り込み、人気公園にする。《協働》 
④災害時の一時避難場所とすることで、避難場所がたくさんある安全のまち

イメージを創る。《協働》 
⑤コンクリート３面張りの河川を自然に近い状態に改修する。《行政主導》 
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提  言 ３．美しい街並みづくりとまちのイメージ向上 
 市民と行政が協働でまちの環境美化に努め、「きれいなまち寝屋川」の

イメージを定着させる。 
①行政は公共空間の緑化を積極的に進め、市民は植栽の管理や清掃など

を行うことで緑があふれるまちを創る。《協働》 
②駅周辺を喫煙・ポイ捨て・駐輪禁止地区に指定し、市民による見回り

隊を行政と警察のバックアップ付きで結成し、マナー向上を図ること

でまちの美化を進める。《協働》 
③建物の壁面・屋上などを緑化する。《協働》 
④みんなでまちを綺麗にするという意識を醸成する。皆で毎日ゴミを一

つ拾えば綺麗なまちが実現するなどまちの整理整頓をすすめる。《市民

主導》 
 
４．歩いて暮らせるまちづくり 
 マイカー依存から公共交通主体のまちにすることで、エコで安全なま

ちをめざす。 
①タウンくるのルートや便数の充実によりバスの利便性を高めるととも

に、市民も積極的に利用するよう心がけることで、公共交通システム

を維持する。《協働》 
②拡幅が困難な道路は一方通行等にして、歩行者・自転車の空間を確保

する。「道路幅 幅だけの道の使い道」（標語）《行政主導》 
③平坦な地形を生かし、自転車のまちにする。自転車走行空間の確保の

ほか、歩行者との共存のためのマナー向上、レンタサイクルの充実、

駐輪場の整備・有効活用など総合的な自転車環境の整備を行う。《協働》 
 

５．まちづくりでひとづくり 
 これからは、市民と行政が協働でまちづくりに取り組み、多様化・高

度化する生活ニーズに応えていかなければならない。そのためには市民

や企業等がまちづくりに関心を持つことが第一であり、行政は積極的に

まちづくりに関する情報を発信するとともに、協働のまちづくりを進め

る中でひとづくりをする必要がある。《協働》 

 


